
新しい専門的大学職員に
求められる教育・学修支援の
専門職性とその養成

▞ ALPSプログラム 第２回シンポジウム▚

▚日時▞ 2016年6月21日（火）14：00～16：30  
▚場所▞ Ｉ棟１階コンテンツスタジオ「ひかり」

【定員：100 名（先着順）】

千葉大学アカデミック・リンク・センター

【問い合わせ先】
千葉大学アカデミック・リンク・センター［千葉市稲毛区弥生町1-33］（西千葉キャンパス内）
http://alc.chiba-u.jp/　
TEL: 043-290-2891　FAX: 043-290-2255　
MAIL: alc-info@chiba-u.jp

【申込み方法】
氏名・所属・職名・連絡先（E-mail）をご記入
の上，前日までにメールでお送りください。
◆宛先：alc-info@chiba-u.jp
◆件名：シンポジウム申込み

主催：千葉大学アカデミック・リンク・センター
 教育関係共同利用拠点（教職員の組織的な研修等の共同利用拠点《教育・学修支援専門職養成》)

⒈ 挨拶・趣旨説明
⒉ 報告：
「教育・学修支援に必要な能力項目
・能力ルーブリック（試案）」

⒊ 講演とコメント：
山本眞一氏（桜美林大学大学院部長・教授）　

「大学職員と能力開発」
村瀬隆彦氏（愛知みずほ大学・短期大学部事務局長）　

「教務系職員の養成の観点から」
⒋ パネルディスカッション

千葉大学アカデ
ミック・リンク・センター

は，平成27年度に文部科学
大臣より教育関係共同利用拠

点の認定を受け，教育・学修支援専
門職養成を進めるために，ALPSプロ

グラム（Academic Link Professional Staff 
Development for Educational and Learning 

Support）として履修証明プログラムの構築に取り
組んでいます。平成27年度には，大学における教育・

学修支援の専門性として必要とされる能力項目を明らか
にし，能力ルーブリックを試案として作成しました。
本シンポジウムでは，アカデミック・リンク・センターが作成
した「教育・学修支援に必要な能力項目・能力ルーブ
リック（試案）」を提示するとともに，教育・学修支
援の専門性とその養成のあり方を，これまで大
学職員の能力向上について主導されてきた
専門家と議論します。山本眞一桜美林
大学教授より大学職員の能力開発
の観点から，村瀬隆彦愛知みず
ほ大学・短期大学部事務局
長より教務職員の養成
の観点から論点を
提起いただき，
幅広い議論
を行いま
す。
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◆アカデミック・リンク・センター案内図◆
所在地：千葉市稲毛区弥生町 1-33
千葉大学西千葉キャンパス構内
JR「西千葉駅」より西千葉キャンパス南門まで徒歩約2分
京成「みどり台駅」より西千葉キャンパス正門まで徒歩約7分

※構内に駐車場はございません。
お車でのお越しはご遠慮ください。

新しい専門的大学職員に求められる
教育・学修支援の専門職性とその養成

▞ ALPSプログラム 第２回シンポジウム▚

【講演者略歴】
●山本眞一氏　桜 美 林 大 学 大 学 院 部 長・教 授

　1949年生。文部省入省後，高等教育局，初等中等教育局等を経て，埼玉大学政策科学研究科助教授，筑波大
学助教授，教授，大学研究センター長，広島大学教授，同高等教育研究開発センター長。2012年より桜美林大学
大学院大学アドミニストレーション研究科教授。日本高等教育学会会長，研究・技術計画学会会長等を歴任。博士
（教育学）。
　『転換期の高等教育 より良い大学づくりのために』（ジアース教育新社・2008年），『大学事務職員のための高等
教育システム論 より良い大学経営専門職となるために（新版）』（東信堂・2012年），『質保証時代の高等教育』（ジ
アース教育新社・2013年）など著書多数。

●村瀬隆彦氏　愛知みずほ大学・短期大学部事務局長

　1955年生。民間企業に約５年間勤務の後，1983年に鹿屋体育大学に入職。1992年から４年間，放送大学学園に
出向後，鹿児島高専学生課長，琉球大学留学生課長，豊橋技術科学大学学務課長，長崎大学留学生課長，九州
大学教育支援課長，同全学教育課長，佐賀大学学務部長，大分大学学生支援部長を経て，2014年４月から現職。
　共編著に『大学の教務Ｑ＆Ａ』（玉川大学出版部・2012年），『大学の教員免許業務Ｑ＆Ａ』（玉川大学出版部・
2014年）がある。
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